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杜の都仙台のシンボル「広瀬川」を、みんなの手で未来へ
　広瀬川は、山形県境に近い関山峠付近を源流とし、仙台市の市
街地を縫うように蛇行しながら、南東部で名取川と合流し太平洋に
注ぎます。109万都市の中心部を流れる都市河川でありながら、アユ
やカワセミ、カジカガエルなど多くの生物が生息する清らかな流れと、
荒 し々い自然崖、河岸に広がる豊かなみどりが調和した景観が、多く
の市民に親しまれています。こうした景観や自然環境を次世代に引き
継いでいくことを目指し、仙台市では「広瀬川創生プラン」を策定し、

市民協働による環境保全や安全安心な川づくり、新たな魅力創出な
どの取り組みを推進しています。
　1601年、伊達政宗公は広瀬川の流れにより削られた自然崖の上に
仙台城を築きました。城下には広瀬川から取水した四ツ谷用水を巡ら
せ、人々の暮らしと屋敷林などのみどりを育んできました。そうした仙
台の礎となった歴史にも思いをはせながら、私たちの手で広瀬川の
魅力をさらに高め、伝え、「杜の都」を未来へとつないでいきましょう。
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大橋から見る広瀬川。対岸は青葉山公園追廻地区。
その先は仙台城跡へと続く

評定河原橋の少し上流では、広瀬川の流れにより削られた
荒 し々い自然崖が見られる

歩いても向かい側に渡れるほど浅瀬が広がっていることから、「広瀬川」と言われるように
なったとする説がある。広瀬橋から上流を望むと、その由来の通りの景色が広がる
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